









近年訪日観光客は増え続け、政府は 2020 年には訪日外国人旅行者数 4000 万人を目標に掲
げている。また、増え続ける旅行者のために多くの観光ガイドが必要だと予想される。しかし、
昨年浅草で訪日外国人旅行者 100 名にアンケートを実施したところ、100 人中 56 人が「ガイ
ドは不要」と回答した。多くの人はインターネットを使って情報を得るため、観光ガイドへの
需要が減っていると考えられる。また、今年行なった日本人に対するアンケートでは、回答者
158 人中 86．8％の人がソーシャルネットワーキングサービス（以下 SNS。Instagram や Face-

















AISAS とは、Attention( 認知 )、Interest( 興味 )、Search( 検索 )、Action( 行動 )、Share( 共有 ) の
頭文字をとった略称だ。これは SNS 上で見つけた話題の新商品に興味を持ち、実際に購入した
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　Yes 67.1% / No 32.9%
2. 旅行前に SNS で情報収集をしたことがある：
　Yes 86.8% / No 13.2%
3. 旅行中に SNS で情報収集をしたことがある：
　Yes 80.3% / No 19.7%
4. SNSに旅行に関する写真を投稿したことがある：
　Yes 94.7% / No 5.3%
これらの回答からも、過半数が観光行動のプロセ
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スの中で SNS を利用していることが分かる。中でも、4. の AISAS における Share の段階では、




































































私 た ち が こ の 研 究 を 通 し て 発 見 し た こ と は、
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きた。そして、まさにこの学会発表こそが “ 継承 ” につながると考える。①興味・関心を持ち、
②調べて現地へ行き、③呼びかける。この 3 つのステップを自ら実践することが、被爆体験
者ではない私たちにできることなのだ。
戦後 71 年もの月日が経過した今、戦争や核兵器の危険を忘れてしまってはいないだろうか。
他国だけでなく日本までも核政策の動向に揺れる中、戦争体験者・被爆体験者は年々減って
いくばかりだ。そんな中私たちが今やるべきことは、平和への意識・関心を持つことから始
めることである。
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